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8)小笠原麻美 ･松林伸子 ･三輪宣勝 ･釜中慶朗 ･阿部政
光 ･橋本ちひろ ･加藤朗野 ･景山節 (2001) 飼育下
マカクザルにおけるエルシニア感染の遺伝子診断.第
55回日本人類学会大会 ･第 17回日本霊長類学会大会


















採食待臥 日本動物心理学会 (2001年 11月,大阪).
14)消水慶子 ･吉村有美絵 ･光永総子 ･林基治 ･熊崎清
則 ･前田典彦 ･加藤朗野 ･松林晴明･道家千聡 ･田中






























2001年 (平成 13年)度 大学院生
生物科学専攻 (霊長類学系)
氏 名 学 年 指導教官 研 究 テ ー マ
竹元博幸 D5 上原重男 野生チンパンジーの採食生
態
船越美穂 D4 渡連邦夫 野生ニホンザルの土地利用
と農林業被害
早川祥子 D4 上原重男 野生ニホンザルの交尾戦略
と父子判定
藤田志歩 D3 上原重男 野生チンパンジーにおける
糞中生殖関連ホルモンの動
態と行動
許 禎壬 D3 中村伸 マカクザルのオス副生殖組
織における組織因子に関す
る研究
中井将嗣 D3 片山一道 古代人および霊長類の古病
理学的研究
下岡ゆき子 D3 森 明雄 野生クモザルの社会構造
土田順子 D3 小嶋祥三 老齢ニホンザルの弁別逆転
学習セット形成
AnaKarina D2 竹中修 Polymorphismor
Zavala chromoso.mallocationof18S
Gui1len rDNA














西村 剛 D2 抗同様 ヒトを含む盃長類の音声器
官の機能形態学的研究
上野有理 D2 森明雄 チンパンジー乳児における
採食行動の発達 `
梅野俊平 D2 三上章允 図形陀別をになう視覚情報
処理経路の研究
Cordon Dl 森明雄 Behavioral
Baret neuroendocrinologyofmale
Japanesemacaques
松元まどか Dl 三上孝允 高次目的指向行動の脳内機
構
森 琢磨 Dl 林基治. 霊長類大脳新皮質の発達に
ともなう神経栄養因子の生
理的役割の解明
投法正則 Dl 三上章允 視覚探索課題遂行中の第四
次視覚野の神経細胞活動
松原滑貴 Dl 片山一道 休学中
打越万喜子 Dl 松沢哲郎 テナガザルの認知 ･行動発
達
福原亮史 M2 景山節 霊長類におけるSODの遺伝
子解析
権田絵里 M2 片山一道 ポリネシア人の手足の生体
計測値とその諸特徴に関す
る形質入校学的研究
細川貴之 M2 三上車允 報酬と嫌悪に関する脳内機
構の解明
柏原 将 M2 森明雄 ニホンザルの子どもの社会
的発達に及ぼす母親の社会
関係の影響
近藤 彩 M2 竹中修 ヒト上科霊長類Y染色体遺
伝子の進化
長岡朋人 M2 茂原信生 頭蓋形憶からみた日本人形
成史
中山 桂 M2 上原重男 社会的場面で生起する情動
の役割に関する生物心理学
的研究
大橋 岳 M2 松沢哲郎 チンパンジーのコミュニケ
ーション
山本亜由美 M2 茂原信生 霊長類のアトラス･ブリッ
ジの形成
深谷もえ Ml 森明雄 事由のニホンザルにおける
採食場所の決定要因
香田啓貴 Ml 正南信刀 丑長桁のコミュニケーショ
ン
久能玲子 Ml 三上車允 形憶知覚の脳内情報処理機
構の研究
食岡康治 Ml 小嶋群三 衷情知覚に伴う自律的反応
変化
中島野恵 Ml 松沢哲郎 チンパンジー乳児における
音声および音声に対する応
答の発達
大薮由美子 Ml 片山一道 古人骨における受傷痕







































































forlong and short-term molecularand chromosomal










































































































































































































































































































































































2)郷康広 ･平井啓久 ･川本芳 ･G.Rakotoarisoa･A.
Randrianjafy･/J､山直樹 (2001)マダガスカル産原猿類
におけるMHCクラス･遺伝子群の進化.第73回日本
遺伝学会大会 (2001年 9月,東京).Genes皮 Genetic
Systems76(6):468.
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Randrianjafy･小山直樹 (2001)マダガスカル産原猿類
におけるMHCクラス ･遺伝子群の進化.第3回日本一
進化学会大会 (2001年 10月,京都).発表要旨集 p.
75.
4)演田穣 ･西村剛 ･岡安直比 (2001)霊長類の樹上四足
歩行パターンの比較.第 38回日本アフリカ学会
(2001年 5月,名古屋).研究発表要旨 p.122.
5)演田穣 ･西村剛 (2001)ヒト化 (Hominization)におけ
る-テロクロニー.日本進化学会第3回大会 (2001年
10月,京都).プログラム ･要旨集 p.28.
6)福原亮史 ･景山節 ･手塚修文 (2001)韮長矧 こおける
SODの分子進化及びゲノム解析.第 17回日本盃長叛
学会 (2001年7月,京都).霊長類研究17(2):131.
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生態学会大会 (2002年 3月,仙台).講演要旨集 p.
181.
























































































大橋 岳 : ギニア共和国ポッソクにおけるチンパ
ンジーのサブグルービングについて
























氏 名 :Ceugniet,MireileMiyuki (フランス)
受入教官 :/川島示羊三
研究課題:ニホンザルの種特異的音声の知覚に関する研究
招-い期間 :2000年 11月 1日～2002年8月 17日
氏 名 :Bard,KimA.(アメリカ合衆国･ポーツマス大
学 ･心理学科,講師)
受入教官 :友永雅己
研究課題 :チンパンジー乳児の行動発達
招-い期間 :2001年7月4日～2001年7月27日
氏 名 :'Free,PaulFrancis(イギリス,文部科学省若手
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